




































































の “蓝” だけでなく、多く中国語の “青” と歴史的に対応する、すなわち、
「青 ao」も “青 qing” も “蓝” “绿” “黑” の三色を指す可能性がある。こ
のように、両方とも複数の色を指しているので、簡単には比較できないし、
「青」を “蓝” “绿” “黑” のどれと対照比較しても、厳密な対応関係が期待
できない。日本語では「あお」と「みどり」の関係も複雑であるから、本稿
では「あお」と “青” の対照はしばらく措くこととした。また、現代中国語
の “红” と “赤 chi” は、日本語の「紅（くれない・べに）」と「赤」との関


















































































































































































































































































“黄狗” “黄牛” “柿子” などの色は、中国人から見ると、“黄狗” “黄牛” な
どの “黄” は赤みを帯びた黄色、“柿子” の “黄” は橙色もしくは黄色とい
うことになると見られる。「赤い柿」と言えば、あるいはトマトと誤解され
るかもしれない。地方によってトマトのことを “番茄” “西番柿” とは言わ
ず、“西紅柿” あるいは略して “紅柿子” とも言うのは、やはり語の中核的
な色相指示に差異があるということによるかと思われる。《説文解字》には
“赤南方色也从大从火” “红帛赤白色从系工声” と説明されており、同じ赤色
の系列ではあるが、“赤 chi” が本来の赤色で、“红” は赤色よりは薄いもの
を指すとも考えられる。



















　　“红” 268位　　“白” 354位　　“黑” 394位　　“黄” 783位
　　（ちなみに、“蓝” 1530位、“青” 1195位、“绿” 1204位）
また、中小学校の全教科の教科書語彙頻度によれば、次のようであった。
　　“红” 201位　　“白” 252位　　“黑” 373位　　“黄” 783位
　　（“蓝” 1031位、“青” 701位、“绿” 602位）














































































































































　“白” の反対語は “红” が、政治的な分野で “白匪”（⇔“红军”）、“白专”
（⇔“红专”）、“白旗”（⇔“红旗”）など、日常的な用語として “白脸”（⇔“红
脸”）、“白事”（⇔“红事”）などがイメージされる。日本でも「しろ」は「あ
か」と対をなすが、それは単に二つに分けた場合の一つを指すもので、プラ
スイメージもマイナスイメージもない。これに対して、“黑” と反対となる
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のは、明度という観点からして、一般言語学的にごく自然なものである。
最後に
　言語と文化は密接な関係があり、言語は文化生成のシンボルでもある。そ
して、文化が伝承され、再生されていくのも言語による場合が少なくない。
今回は一つの試みとして色彩語の日中対照を通して、互いの共通性と固有性
の一端を解明することを目的とした。その結果、色を表すという意味では、
日中両国の区別はあまりなく、周辺的な色のバリエーションもほぼ同じで
あった。これに対して、色だけを表すという意味以外では、日本語と中国語
で異なる意味を有することが多く、特に「色を表さない」という場合には、
両者の違いが大きかった。このことは、色を含んだ意味を表す場合は、その
指し示す色相に共通性があるため、言語における意味の派生のしかたに、よ
り高い一般性が認められるのに対して、表す意味が色相から大きく乖離すれ
ばするほど、それぞれの言語において個別的な意味に転じる可能性が高いと
いうことを意味しよう。言語を対照する場合、語における中核的意味・周辺
的意味のあり方を分析することが言語間における共通性と個別性を明らかに
する一つの方法となりうると言える。このような分析方法が言語教育におい
ても資するところがあれば幸いである。
蘇紅　Su Hong　博士（文学）　立教大学ランゲージセンター教育講師　専門：対照言語
学（日中）、中国語教育
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